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縄文時代プリント 名前

問1 縄文時代の遺跡において、海岸や水辺に近い集落付近で見つかる、食べた後の貝殻や魚の骨、破損した土器などが堆積した場所を何といいます

か。当時の人々の「ゴミ捨て場」としての性格を持ち、生活の痕跡（生活跡）を現代に伝えるものを選びなさい。 （2024年 大分県公立入試 類似）

1. 貝塚 2. 古墳 3. 環濠集落 4. 高床倉庫

問2 青森県に位置し、大型掘立柱建物跡などの発見によって縄文時代の定住生活の実態を明らかにした、日本最大級の集落跡は何か。 （2025年

北海道公立入試 類似）

1. 三内丸山遺跡 2. 吉野ヶ里遺跡 3. 登呂遺跡 4. 岩宿遺跡

問3 日本の古代文化における「土偶」と「はにわ」の違いについて、時代背景と目的の観点から説明したものとして正しいものはどれですか。

（2026年 千葉公立入試 類似）

1. 土偶は縄文時代に作られ、豊穣や

魔除けを祈る呪術的な道具であった

が、はにわは古墳時代に作られ、古

墳を飾り立てるためのものであった

。

2. 土偶は弥生時代に大陸から伝わっ

た青銅器の一種であるが、はにわは

飛鳥時代に仏教とともに伝わった石

像の技術で作られた。

3. 土偶は権力者の死を悼むために古

墳の内部に納められたが、はにわは

狩猟の成功を願って森の入り口に置

かれた。

4. 土偶は写実的な人物像として奈良

時代に完成したが、はにわは縄文時

代に土器の蓋として実用的に使われ

ていた。

問4 縄文時代において、人々が定住生活を送る中で作り出した遺物のうち、表面に縄目の文様が見られることが多く、食物を煮たり保存したりする

ために活用された道具の名称とその特徴として適切なものはどれですか。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 高温で焼かれた灰色で硬い、貯蔵

用の須恵器

2. 厚手で黒褐色をしており、低温で

焼かれた縄文土器

3. 薄手で赤褐色をしており、文様が

少なく実用的な弥生土器

4. 古墳の頂上や周囲に並べられた、

人物や馬の形をした埴輪

問5 紀元前2000年ごろ、世界でインダス文明が栄えていた時期の日本列島における生活の様子を説明した文として、最も適切なものはどれですか。

（2016年 愛知公立入試 類似）

1. 表面に縄の模様がついた厚手の土

器を用いて煮炊きを行い、地面を掘

り下げて床を作った住居に住んでい

た

2. 薄手で硬い赤褐色の土器を用いて

食料を保存し、大規模な水田での稲

作を中心とした生活を送っていた

3. 金属器が伝来して武器や祭祀の道

具として使われ、有力な王を葬るた

めの巨大な前方後円墳が築かれた

4. 土器はまだ作られておらず、ナウ

マンゾウなどの大型の獲物を追いな

がら移動して生活していた

問6 日本の歴史において、縄文時代に定住生活が始まり、生活が安定する中で普及した、表面をみがいて形を整えた石器を何と呼びますか。 （2018年

徳島公立入試 類似）

1. 打製石器 2. 磨製石器 3. 青銅器 4. 鉄器

問7 縄文時代の人々の生活や文化について、食料の確保方法とその際に用いられた道具の組み合わせとして最も適切なものを次の中から選んでくだ

さい。 （2019年 佐賀公立入試 類似）

1. 狩りや採集で得た食料を煮炊きし

たり保存したりするために、縄目な

どの文様がついた土器が用いられた

。

2. 本格的な稲作が始まり、収穫した

米を保存するための高床倉庫や、祭

祀のための銅鐸が用いられた。

3. 大陸から伝わった青銅器や鉄器を

使い、大規模な開墾を行うことで、

余剰生産物を蓄えるようになった。

4. 牛馬を利用した耕作や二毛作が広

まり、収穫した作物を都市の市場で

売買する生活が一般的となった。

問8 縄文時代における食生活の工夫と、それに伴う住環境の変化について述べた文として正しいものはどれですか。 （2016年 愛知公立入試 類似）

1. 狩猟・採集による食料確保に加え

、土器で煮炊きを行うことで食べら

れるものが増え、竪穴住居での定住

が進んだ

2. 大陸から伝わった稲作が広まった

ことで食料の余剰が生まれ、それを

保管するために高床倉庫が普及した

3. 氷河期が終わり温暖になったこと

で大型動物が絶滅したため、移動を

繰り返しながら洞窟で暮らすように

なった

4. 青銅器や鉄器などの金属器を用い

て効率的に食料を生産するようにな

り、外敵を防ぐための環濠集落が作

られた

問9 約1万年前に地球の温暖化が進んで海面が上昇し、日本列島が形成された時期の生活の様子として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年

山口公立入試 類似）

1. 地面を掘り下げた竪穴住居に住み

、弓矢を用いた狩猟や木の実の採集

、漁を中心とした生活を営んでいた

。

2. 大陸から伝わった稲作が本格的に

広まり、収穫した米を保存するため

に高床倉庫が作られるようになった

。

3. 各地で大規模な灌漑施設が整えら

れ、太陽暦を用いて農作業の時期を

管理する生活が始まった。

4. 強力な支配者が現れ、自らの権威

を示すために巨大な古墳を築き、そ

の周囲に埴輪を並べるようになった

。

問10 北海道にはその土地の自然環境や地形に由来する地名が多く残されています。例えば、世界自然遺産にも登録されている「知床（しれとこ）」

という地名は、ある先住民族の言葉で「大地の先」を意味する「シリエトク」という言葉に由来しています。この独自の言語や文化を持ち、北

海道や千島列島などに古くから住んでいる民族の名称を答えなさい。 （2024年 山形公立入試 類似）

1. アイヌ民族 2. 琉球民族 3. 渡来人 4. 蝦夷（えみし）

問11 縄文時代の始まりにおける自然環境の変化と、それに対応した食料資源の変化について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2019年

千葉県公立入試 類似）

1. 気候の温暖化によって広葉樹の森

が広がり、ドングリなどの木の実や

シカ、イノシシなどが豊富になった

2. 気候の寒冷化にともなって針葉樹

林が発達し、マンモスやナウマンゾ

ウなどの大型動物が主な食料となっ

た

3. 海面の上昇によって沿岸部が失わ

れたため、人々は内陸の山岳地帯に

移動して大型動物の狩猟のみに専念

した

4. 乾燥した気候に変化したことで草

原が広がり、それまで行われていた

採集に代わって家畜の放牧が始まっ

た

問12 2019年に制定された「アイヌ施策推進法」では、アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現を目指しています。アイヌ民族が日本の先住民族

であることを認め、その独自の伝統や文化を維持・振興することで実現しようとしている、多様な背景を持つ人々が共に暮らす社会のあり方を

何と呼びますか。 （2026年 埼玉公立入試 類似）

1. 多文化共生社会 2. 高度情報化社会 3. 持続可能な社会 4. 中央集権社会
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

貝塚

縄文時代の人々が日常の生活で出た不要物を捨てた場所です。単なるゴミ捨て場としての機能

だけでなく、食べ残された骨や貝殻から、当時の人々がどのような動植物を食べていたか、あ

るいは当時の気候や海岸線の位置がどこにあったかを知るための貴重な史料となります。

問2 答え 1

三内丸山遺跡

青森県で発見された三内丸山遺跡は、縄文時代における最大級の集落跡であり、当時の人々が

一定の場所に長期間とどまる「定住」を行っていたことを示す重要な遺跡である。佐賀県にあ

る弥生時代の吉野ヶ里遺跡と混同されやすいが、時代背景と地域（青森）を区別して理解する

ことが重要である。

問3 答え 1

土偶は縄文時代に作られ、豊穣や魔除けを祈

る呪術的な道具であったが、はにわは古墳時

代に作られ、古墳を飾り立てるためのもので

あった。

縄文時代の土偶は、自然の恵みを祈る宗教的な役割を持っていました。これに対し、はにわは

古墳時代の巨大な墳墓（古墳）に伴うもので、権力者の葬儀や古墳の区画を示すために立てら

れました。両者は見た目が似ている場合がありますが、狩猟採集中心の縄文時代と、大規模な

身分差が生じた古墳時代という社会構造の違いを反映しています。

問4 答え 2

厚手で黒褐色をしており、低温で焼かれた縄

文土器

縄文時代の人々は、定住生活を営む中で土器を発明しました。この土器は低温で焼かれるため

厚手で黒褐色になるのが特徴です。煮炊きが可能になったことで、それまで食べられなかった

植物の灰汁（あく）を除いたり、固いものを柔らかくしたりして食べられるようになり、食生

活が安定しました。

問5 答え 1

表面に縄の模様がついた厚手の土器を用いて

煮炊きを行い、地面を掘り下げて床を作った

住居に住んでいた

この時期の日本は縄文時代にあたります。人々は縄文土器を使って、植物の採取や狩猟で得た

食料を煮炊きして食べるようになりました。また、地面を掘り下げて柱を立て、屋根を葺いた

「竪穴住居」を作ることで、定住的な生活が営まれていました。他の選択肢は、弥生時代、古

墳時代、旧石器時代の特徴です。

問6 答え 2

磨製石器

旧石器時代には石を打ち砕いただけの打製石器が使われていましたが、縄文時代に入ると用途

に合わせて表面をみがき、形を整えた磨製石器が普及しました。この変化は、定住生活の開始

や土器の使用といった生活様式の大きな転換と密接に関わっています。

問7 答え 1

狩りや採集で得た食料を煮炊きしたり保存し

たりするために、縄目などの文様がついた土

器が用いられた。

縄文時代は、氷河期が終わり温暖な気候になったことで、木の実の採集や弓矢を用いた狩猟が

盛んになった時代です。採取した植物性の食料を煮たり、保存したりするために土器が作られ

、表面に縄目の文様が見られることが多いことから縄文土器と呼ばれます。稲作や青銅器、鉄

器の使用は、その後の弥生時代の特徴です。

問8 答え 1

狩猟・採集による食料確保に加え、土器で煮

炊きを行うことで食べられるものが増え、竪

穴住居での定住が進んだ

縄文時代には、土器を使って食物を加熱調理（煮炊き）する技術が普及しました。これにより

、以前は消化できなかったデンプン質の木の実なども食用にできるようになり、食生活が安定

しました。その結果、人々は一箇所に留まって生活するようになり、竪穴住居による集落が形

成されました。稲作や高床倉庫、金属器の使用は、その後の弥生時代の特徴です。

問9 答え 1

地面を掘り下げた竪穴住居に住み、弓矢を用

いた狩猟や木の実の採集、漁を中心とした生

活を営んでいた。

氷河時代が終わり地球が温暖化したことで、海面が上昇して日本列島が大陸から切り離されま

した。この時期から始まる縄文時代では、人々は定住を始め、地面を掘り下げて床とした竪穴

住居に住むようになりました。自然環境の変化によって出現した中小動物を射止めるための弓

矢が普及し、植物の採集や、骨角器を用いた漁など、自然の恵みを多角的に利用する生活へと

変化しました。稲作や高床倉庫は後の弥生時代、古墳は古墳時代の特徴です。

問1

0

答え 1

アイヌ民族

北海道や樺太、千島列島などの先住民族であるアイヌの人々は、自然界のあらゆるものに魂が

宿ると考える独自の文化を育んできました。彼らの言語であるアイヌ語は、北海道の多くの地

名の語源となっており、「知床」が「シリエトク（大地の突き出た先）」に由来するほか、札

幌や小樽などもアイヌ語に漢字を当てはめた地名として知られています。

問1

1

答え 1

気候の温暖化によって広葉樹の森が広がり、

ドングリなどの木の実やシカ、イノシシなど

が豊富になった

温暖な気候への変化により、日本列島にはブナやナラなどの落葉広葉樹や照葉樹の森が広がり

ました。これにより、人々の重要な食料となるクリやドングリなどの木の実が採れるようにな

り、またこれらの森をすみかとするシカやイノシシといった中小動物が増加したことで、狩猟

・採集を基盤とする縄文文化が発達しました。

問1

2

答え 1

多文化共生社会

アイヌ民族は長年、同化政策などによって独自の文化を制限されてきた歴史があります。しか

し現在では、そのアイデンティティを尊重し、異なる文化を持つ人々が互いに理解を深めなが

ら対等な関係で共に生きていく「多文化共生社会」の実現が、人権保障や民主主義の観点から

重要な目標とされています。


